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佐藤 俊, 齋藤純平, 福原敦朗, 植松 学, 鈴木康仁, 力丸真美, 東川隆一, 佐藤佑樹, 二階堂雄文, 谷野

功典, 柴田陽光. 喘息患者における喀痰中の神経栄養因子Neurturinの検討. 第68回日本アレルギー学会学術大

会; 20190616; 東京. 
 
梅田隆志, 峯村浩之, 東川隆一, 佐藤佑樹, 小泉達彦, 平井健一郎, 二階堂雄文, 金沢賢也, 谷野功典, 棟
方 充, 柴田陽光. サルコイドーシスの診断におけるBAL/TBLBとEBUS-TBNAの有用性の検討. 第42回日

本呼吸器内視鏡学会学術集会; 20190705; 東京. 
 
金沢賢也, 朝比奈肇, 大泉聡史, 高村 圭, 原田敏之, 原田眞雄, 藤田結花, 小島哲弥, 菅谷文子, 田中寿

志, 本田亮一, 荻喬 博, 猪狩智生, 横内 浩, 菊地英毅, 秋田弘俊, 磯部 宏, 西村正治. A phase II study 
of carboplatin and nab-paclitaxel in advanced non-small cell lung cancer with interstitial lung disease. 第17回
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日本臨床腫瘍学会学術集会; 20190719; 京都. 
 
二階堂雄文, 谷野功典, 峯村浩之, 柴田陽光. 慢性呼吸器疾患への応用の検討. 第2回X線動態画像セミナー; 
20191102; 東京. 
 
梅田隆志, 峯村浩之, 金沢賢也, 平井健一郎, 小泉達彦, 齋藤純平, 谷野功典, 柴田陽光. 血栓症を発症した

肺癌患者のリスク評価に関する検討. 第60回日本肺癌学会学術集会; 20191207; 大阪. 
 
峯村浩之, 今井久雄, 山口 央, 鈴木健介, 和佐本諭, 梅田幸寛, 大崎 隆, 笠原礼光, 内野順治, 杉山智

英, 石原真一, 石井 尚, 成清一郎, 金沢賢也, 武藤哲史, 湊 浩一, 各務 博, 解良恭一. 高齢者に対する

免疫チェックポイント阻害薬の有効性と安全性に関する後ろ向き解析. 第60回日本肺癌学会学術集会; 20191207; 
大阪. 
 
〔シンポジウム〕 
 
齋藤純平. COPDにおける硫化水素測定の意義. 第59回日本呼吸器学会総会; 20190412; 東京. 
 
榎本紀之, 本間 栄, 稲瀬直彦, 滝澤 始, 井上義一, 石井 寛, 田口善夫, 泉 信有, 山野泰彦, 谷野功

典, 西岡安彦, 豊嶋幹生, 横村光司, 妹川史朗, 小清水直樹, 須田隆文. 膠原病的背景を有する特発性間質性

肺炎の予後に関する検討：多施設共同，前向きコホート研究. 第59回日本呼吸器学会; 20190414; 東京. 
 
齋藤純平. 成人における喘息管理と検査. 第39回六甲カンファランス; 20190810-11; 大阪. 
 
〔特別講演〕 
 
齋藤純平. 喘息長期管理における気道炎症モニタリング～呼気NOを中心に～. 第59回日本呼吸器学会総会; 
20190413; 東京. 
 
齋藤純平. 喘息管理におけるバイオマーカー～FeNOを中心に～. グラクソスミスクラインWeb講演; 20190423; 
Web配信. 
 
齋藤純平. Type2炎症に起因する IL-4/IL-13の役割とバイオマーカー～呼気NOを中心に～. 第68回日本アレル

ギー学会総会; 20190614; 東京. 
 
齋藤純平. 当院におけるOmalizumabの使用経験. 第1回南東北 IgEフォーラム; 20190714; 仙台. 
 
齋藤純平. 難治性喘息の更なるコントロールを目指して～生物学的製剤導入で可能となる治療とは～. Minato 
Airway Conference; 20191030; 横浜. 
 
齋藤純平. 難治性喘息の更なるコントロールを目指して～生物学的製剤導入で可能となる治療とは～. 喘息セミナ

ー・喘息治療最前線 in 岩見沢; 20191114; 岩見沢. 
 
齋藤純平. Type2炎症のバイオマーカーを用いた生物学的製剤の使い方. サノフィ e-MR 喘息電波通信; 
20191120; Web配信. 
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齋藤純平. 好酸球性喘息におけるFeNOの活用法～診断を中心に～. Scientific Exchange Meeting in Gunma; 
20191204; 前橋. 
 
齋藤純平. Type2炎症のバイオマーカーを用いた生物学的製剤の使い方. Asthma Type2 Inflammation Seminar 
in Fukuoka; 20191211; 福岡. 
 
〔招待講演〕 
 
齋藤純平. 咳嗽モニタリングは気管支喘息の新たな診断・管理指標となるか？ Scientific Exchange Meeting in 
AZtirum 2018; 20190109; 東京. 
 
齋藤純平. 咳嗽症状に注目した喘息・咳喘息の診断と治療へのアプローチ～呼気NOを中心に～. Respiratory 
Symposium in Akashi; 20190306; 明石. 
 
齋藤純平. 重症喘息と生物学的製剤. スウェーデン大使館重症喘息会議; 20190324; 東京. 
 
齋藤純平. 呼気NO測定値の解釈 ～喘息の診断・管理に呼気NOをどう使うか. サノフィ社内講演会; 
20191016; 東京. 
 
〔その他〕 
 
齋藤純平. 生物学的製剤に関するアドバイザリーボード. グラクソスミスクラインアドバイザリーボードミーティ

ング; 20190624; Madrid, Spain. 
 
渡邊菜摘, 二階堂雄文, 東川隆一, 齋藤美加子, 梅田隆志, 鈴木康仁, 佐藤 俊, 金沢賢也, 谷野功典, 柴
田陽光. 肺門病変に対するEBUS-TBNA後、急性肺炎像を呈した肺アスペルギルス症の一例. 第108回日本呼吸

器学会東北地方会; 20190302; 盛岡. 
 
齋藤美加子, 二階堂雄文, 小泉達彦, 金沢賢也, 長谷川剛生, 佐藤佑樹, 鈴木康仁, 谷野功典, 鈴木弘行, 
柴田陽光. Paradoxical responseによる胸壁腫瘤が疑われた肺結核の1例. 第108回日本呼吸器学会東北地方会; 
20190302; 盛岡. 
 
東川隆一, 谷野功典, 冨田ひかる, 渡邉菜摘, 梅田隆志, 河俣貴也, 力丸真美, 佐藤佑樹, 鈴木康仁, 植松 

学, 峯村浩之, 二階堂雄文, 福原敦朗, 齋藤純平, 金沢賢也, 柴田陽光. 血管拡張薬投与後に低酸素血症が増

悪した間質性肺炎の1例. 福島肺高血圧症研究会; 20190612; 福島. 
 
齋藤純平. 咳嗽研究に関するアドバイザリーボード. グラクソスミスクラインアドバイザリーボードミーティング; 
20190616; 東京. 
 
渡邉菜摘, 福原敦朗, 金沢賢也, 佐藤佑樹, 二階堂雄文, 佐藤 俊, 齋藤純平, 谷野功典, 柴田陽光. 外国

人労働者に発症した感染経路不明の肺吸虫症の1例. 第217回日本内科学会東北地方会; 20190622; 仙台. 
 
谷野功典. 間質性肺炎の診断と IPFの治療の変遷. 呼吸器疾患地域連携セミナー. 20190626; 伊達. 
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谷野功典. 間質性肺炎の診断. 特発性肺線維症(IPF)地域連携セミナー. 20190702; 福島. 
 
齋藤純平. 吸入ステロイドに関するアドバイザリーボード. 杏林アドバイザリーボードミーティング; 20190719; 
福島. 
 
梅田隆志, 峯村浩之, 金沢賢也, 平井健一郎, 内海康文, 小泉達彦, 谷野功典, 柴田陽光. 免疫チェックポイ

ント阻害薬併用化学療法を使用した肺肉腫様癌の1例. 第11回福島県肺がん研究会; 20190720; 盛岡. 
 
梅田隆志, 峯村浩之, 金沢賢也, 平井健一郎, 内海康文, 小泉達彦, 谷野功典, 柴田陽光. 免疫チェックポイ

ント阻害薬併用化学療法が奏功した肺肉腫様癌の1例. 第58回日本肺癌学会東北支部会・第45回日本呼吸器内視

鏡学会東北支部会; 20190727; 盛岡. 
 
谷野功典. 線維化性肺胞蛋白症 FRAP 2 FMU. 第12回大阪呼吸器疾患シンポジウム; 20190830; 大阪. 
 
佐藤佑樹, 二階堂雄文, 冨田ひかる, 斉藤美加子, 渡邉菜摘, 梅田隆志, 河俣貴也, 力丸真美, 小泉達彦, 
東川隆一, 鈴木康仁, 植松 学, 峯村浩之, 福原敦朗, 齋藤純平, 金沢賢也, 谷野功典, 柴田陽光. 全身性強

皮症に伴う間質性肺炎に合併した自己免疫性肺胞蛋白症の1例. 第109回日本呼吸器学会東北地方会; 20190914; 
青森. 
 
冨田ひかる, 東川隆一, 福原敦朗, 鈴木康仁, 植松 学, 渡邉菜摘, 力丸真美, 二階堂雄文, 谷野功典, 柴
田陽光. 血管拡張薬投与後に低酸素血症が増悪した間質性肺炎の1例. 第218回日本内科学会東北地方会; 
20190928; 青森. 
 
齋藤純平. 当院における重症喘息患者に対するDupiluimabの使用経験. Dupixent Expert Meeting in Koriyama; 
20191023; 郡山. 
 
梅田隆志, 谷野功典, 二階堂雄文, 佐藤佑樹, 東川隆一, 福原奈緒子, 冨田ひかる, 渡邉菜摘, 力丸真美, 
河俣貴也, 森本樹里亜, 小泉達彦, 鈴木康仁, 植松 学, 峯村浩之, 福原敦朗, 齋藤純平, 金沢賢也, 柴田

陽光. ステロイド内服加療中に肺野浸潤影と縦隔リンパ節腫大が改善・増悪を繰り返した1例. 第19回東北びま

ん性肺疾患研究会; 20191124; 福島. 
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